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Abstract

　Eighty−six　subjects 　were 　requested 　to　answer 　the　impression　of　25　flavors　randomly 　assigned 　along 　with 　12

adjective 　pairs　of　SD 　method （semantic 　differencjal）．　Subjects　were 　also 　asked 　to　select　two　sets 　of　3　colors 　from

the　color 　charts 　consisted 　of　18colors
，
one 　that　matched 　the　flavor，　and 　another 　that　mismatched 　the　flavor，5

factors　were 　extracted 　by　factor　analysis ．　According　to　cluster 　analysis 　based　on 　factor　scores 　by　fa〔）tQr　anaylsis ，

2511avors　were 　classified 　into　5　clusters ，〈MINT ＞，〈SPICE ＞，〈HERB ＞，（PEPPER ＞and ＜SWEET ＞．Authors

examined 　the 　matched 　and 　mismatched 　colors 　for　each 　the　cluster 　by　general　orderslhue 　and 　tone．　As　a　result ，it

cQnfirmed 　that　the　flavor　and 　the　color 　in　wel 卜matched 　combina 重ions　had　similar 　impressions ，　For　instance，

blue，green　and　pale　torle　were 　selected 　as 　matched 　colors 　for＜MINT ＞．These 　colors 　and 　flavor　were 　commonly

thought　to　have　
L’
c［ear

’
，
“
cool

”impressions．
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要　旨

　本研究 で は 186 名の対象者に，香辛料を中心と した 25 種の香りに対 し，香 りの感覚形容語 として ふさわ しい と

考え られる 12対 の形容詞対を用 い た SD 法に よ る 印象評定を課 し，同時に 18 色 （3 ト
ー

ン ，5色相の 有彩色及 び 3

色の 無彩色に より構成された）か らなるカラ
ー

チ ャ
ー

トか ら，調和色及 び不調和色をそれぞ れ3 色まで選択 させた 。

印象評定に対す る因子分析 によ っ て ，5 因 子 が抽出さ れ ．各香り の 因子得点に基 づ くクラスタ分析によ っ て 125

種 の香 りは 〈MINT＞，〈SPICE＞，＜HERB ＞，＜PEPPER ＞そ して 〈SWEET ＞の 5つ の クラス タに分類された、t こ れら

の クラ ス タに対する調和色及び不調和色 を総合的，色相 ・卜
一

ン別に集計 した結果 ，色と香りは ．それぞれ に共

通 の印象を持つ 場合に調 和する と判断される傾向に あ る こ とが確認 された。例え ば 〈MiNT ＞に対 して は ，緑や青，
ペ ー

ル ト
ー

ン が調和色として 選択されたが、これらの色と香 りは共通 して
”
igんだ

）／’‘
つ めた い

’1
印象を持つ と考えら

れ る。

キーワード ：香り、色彩、香調分類，調和色
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1，序

　人間 は
1 日常生活 におい て 5感を同時に働か せ て 生

活 して いる こ とが少な くないと考え られ る。食行動

はその好 例であ D 「中で も味覚と嗅覚の相 互作用 に

着目した研究例は，多く報告され て い る 。

一
方で ，比

較的少数ながらも．嗅覚と視覚刺激である色彩との

相 互作 用 に着 目 した研 究 を紹 介 する こ とが で き る．

例えば 1 食吊 の香 り （flavor）と 色と の 知覚における交

互作用 を検討 した例 で ，様々に着色 された液体 に同

じ香りを付着して ジ ュ
ース に見立て 1 味を予想させた

実験が挙げ られる 。 Zellner＆Kautz （1990 ）は 、レモ

ン の 香 りは 、黄 の 色 が明る い ほど 正 しく知覚されや

す くなる ことを示唆し，Ze［lner＆Whrtten（1999 ）は，

ス トロ ベ リージ ュ
ース は，赤の 色が濃 い ほどそ の 味を

感 じやすくなる ことな どを報告 して い る 。さらに 、

Kemp ＆Gilbert（1997 ）によ っ て，香 りの強さ と，マ

ン セル表色系 （Munsell　system ）に おけ る 色 彩の 明度

（明るさ）との相 関が報告 された 。 Pangborn （1960 ）

の 研究か らは ．梨の 香 りは緑の 場合，E 味よ り酸味

を感 じさせ る こ と が示 唆 さ れ た が 1 そ の 後 の

Pangborn＆Hansen （1963 ）による追実験におい て は ，

以上 の 傾向は観察さ れ なか っ た と報告さ れて お り，

安定的な傾向を導き出すには至 っ て い な い 。 い ずれ

に しても ，これ らの研究 は色彩 と香 りがその印象 や

具体的事 象を介在させ て 人間の 認知 に影響を及 ぼす

可能性がある こ とを示唆するもの である 。

　その後 SaitolOkui　Kubota，Yamada ，Sawada ＆Komaki

（2002 ）及 び齋藤 （2005 ）は，色 と香りの 組合せ に

よ る 心理 ・生 理的効果 を検詞 した 。 こ の研 究で は ，

フ ル
ー

ツ 系 （Fruit　 note ）や フ ロ
ー

ラル系 （Floral　 note ），

ウ ッ ド系 （Woody 　note ）な どの合成の香 り刺激 と代表

的な 色刺激から、調和及び不調和な組合せが抽出さ

れ ．各条件下 で の ．心 理 白勺な 印象や気分 ，さ らには

脳波や心電 図，唾液な ど生理 的指標の 変化が検討さ

れた 。 その結果 ，調和する組 合せの場合 ，杏 りと色

のそ れぞれの 印象や効果を相 乗的に高め るの に対 し，

不調和な組み合わせ の 場合で は 、そ の Eコ象の 不 安定

化により心理的不安が生 じ，ス トレスを感 じさせるこ

とが確認さ れた。また ，色彩 と香 りの そ れぞれ の 印

象は ，共通 の形容語を用い て 表現で きる場合が多く，

特に香りと色の トーン における係わ りが示唆 され ，そ

の相 性の良 さゆえに ，日常生 活におい て広 く応用可

能で ある こ とが示唆された 。Gi］bert，Martin＆Kemp

（1996 ）の 研 究 に よ っ て も ．視覚 と嗅覚 の間 には ，

「三一 一 一 一 ］185

共感覚的な つ なが りは存在 しな い が ，印象上 で の相

関は大 い に期待 で ぎると報告され て い る 。

　以上 を踏まえ ，本研究におい て は 、香 りに対す る

調和色 ，不調 和色を 1 総合的結果の みな らず ，色相

別にも検討 し，香 りに対する色の調和性を ，色彩の

側面から詳細に検討する こととした。 先行研究により．

色と香 Dのふさわ しさが決定 される要因 として ，その

印象が非常に重要 で あ る と 考え ら れ る 為，ま ず 香り

刺激 をその 印象 （香調 ）によ o て分類 し，分類された

各群に対する調和色 ，不調和色を 、香調との 係わ D

に着目 して検討すると い う立場 をとる 。

2，目的

　食用として も馴 染みの 深 い と思われる香辛料や 八
一

ブの香 D を，香調によ っ て分類し分 類された各グルー

プに対す る調和色 及び不調和色 を 、総合的の みな ら

ず色相 ・ト
ー

ン別に検討す る こ とを 目 的とする。

3．方法

3，1，刺激

　香 り刺激 　
一

般的 に入手 可 能 な香 辛 料の 中 か ら，

比較的特徴的な印象を持つ と考え られる 25 種類を採

用 した 。 具体的に は ，ペ パーミ ン ト，バ ニ ラ，ア ニ ス ，

サフラ ン ，カル ダモ ン ．フ ェ ンネル ，クミン，シナモ

ン ，タイム ，バ ジル ，ポ ピー、キ ャ ラウ ェ イ，ホ ワ イ

トペ ッ パー，ディ ル ，パセ リ，レモ ン グ ラ ス ，ローズ

マ リ
ー、サ ボ リ

ー，タ
ー

メ リッ ク，チ リペ ッ パ
ー，オ

レ ガ ノ，ク ロ
ー

ブ，ロ
ー

レル ，ジ ン ジ V −
，サ ン シ コ

ウ（全て S＆B食品製）で あり、全て パウダ
ー

状の も の

を使用 した。

　こ れ らの香辛料の強さを本実験における刺激 と して

整 える為 に，予備実験を数回に分けて行な っ た 。 具

体的には ，各香 D に つ い て ，1．Og と 3．Og の も の を用

意 し，各刺激に対 して SD 法による印象評定 を課す の

と同時 に，18 色のカラ
ー

チ ャ
ー

トか ら調和 ・
不調和

色の選 択を求め た。ちなみ に ，同種の香 りでもその

量に よ っ て 強度が変化す る こ とは ，八 ン ディ
ー

に お い

モ ニ タ
ー （OMX −GR ）によ っ て確認 した 。 そ の結果 1

バ ニ ラ ，レモ ン グラ ス ，ポピ
ー

1 タイム、ロ
ー

レル に

お い て ，そ の 強さによる印象の 有意差 と調和色判断

の変化が確認された 。 1．Og の場合 ，バ ニ ラは，
」．
明る

い
”’

女性 的
’／t

甘 い
”」

やさ しい
”
好 きな

”
の 印象が有意

に低下 し，調和色と して はダーク トーン の 選択率が上

昇 した 。 また ，ポピー
，レ モ ン グラ ス は

．’
臼くな い

”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．一

＝ 」
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．
男 性的

tt
の 印象がよ り強 く持 たれ 、タイム ，ロ

ー
レ

ル は
幽
濁 っ だ

’
複 雑な

”
の印象がよ り増 した 。 これ ら

の 香 りは ，1．Og の場合．その 特徴が明確に知覚され

にくい こ とが感 じられた。尚，その 他の 香りに つ い

て は ，強さ による印象の 有意差は確認 されなか っ た。

以上 の 結果 か ら，今回 の 香 り刺激 に 関 し て は ，そ れ

ぞ れ の 特徴を比較的明確 に知覚さ れ る強さ と して ，

3 ．Og は必 要最低 量 で あ り，
一

律で 揃え る こ とが妥当

と判断した。

　したがっ て，各香辛料 を30g ず つ 30m 溶 量の褐 色

ビ ン に入れ 1 中身が見 えない よう中蓋を した 。 各香

りは ，それぞれ約5 分の間隔時間を空けて呈示された。

　色刺 激　A4 版 の ニ ュ
ー

トラル グ レ
ー

（N7 ）の台紙

に 並 べ て 貼 付 さ れ た 18 色 の カ ラ
ー

チ ッ プ （縦

3 ．OcmX 横4 ．Ocm ）か らなるカラ
ー

チ ャ
ー

トを使用 し

た。こ れ らの 色は ，PCCS （日本色彩研究所の 開発 し

た 日本色研配色体系）よ り系統 的に選択された。色相

別 に は ，赤 （4R ）、黄 （5Y ），緑 （3G ），青 （3PB ）．紫

（7P ）の 5色 相で ，左 か ら横方向に 並 べ られて い る 。

また ト
ー

ン別には ，ペ ール 、ビビ ッ ド，ダークの 3 ト

ー
ンで ，上 か ら縦 方 向に 並 べ られ て い る。さ らに ，

最下段 には左か ら川頁に白，甲 灰 ，黒の 無彩色が 3色並

ん で い る 、Table　 1に 、18 色の配置 ，マ ン セ ル記号

及び色名 （略号）を示 す 。

3．2．対象者

　20 代の男女 86 名 （男性 35 名／女性 51 名 ）が実 1験

に参加 した。平均年齢は 20 ．5歳 （SD ＝ 2 ．45 ）で あ っ

た。

3．3．手続き

　 25 種 類の香 り刺 激 を ラ ン ダム に嗅 が ぜ ，SD 法

（Semantic　Differencral）による 7段階の 印象評定を課

した 。 形容詞対は 1 樋口
・庄司

・畑山 （2002 ）や

Higuchi，　 Shojl＆Hatayama （2004 ）による香りを記

述す る 感 覚形容語 に 関す る検討結果及 び Saito　et　al．

（2002 ）の研究にお ける印象評定 結果 で 示された各

形容詞対の 因子 負荷量などを考慮 し，本研 究で採用

した香り刺激を記述するものと して適切 で あると考え

られる形容 詞対 を選出 した 。具体的には ，あたたか

い一つ めたい ，好 きな嫌 いな ，明るい一暗い ，平凡な 一

個性的な ，澄んだ一濁 っ た 、やわ らか い一かた い ，乾い

た一湿 っ た 1 やさ しい 一きつ い ，単純な一複雑な，甘い一

甘 くな い ，淡白な一濃厚 な ，女性 的な一男性的な の 12

対 で あ っ た 。さ らに，色刺激と して 採用 した 18 色の

カラ
ー

チ ャ
ートの中か ら、25 種の各香 りにふさわ し

い と思われる色及びふさわ しくない と思われる色を

それぞれ 3色まで 選択させた。

3．4 ．分析

　本研究におい て ，香調の 分類は、まずSD 評 定結果

に対 して因子分析を施 し，そ の結果得 られた各香 り

の因子得点に対 して クラス タ分析 を施すとい う方法 で

行な っ た。そして ，香りに対する調和色及び不調和色

を ，分 類さ れ た ク ラ ス タ ご と に ，そ れ ぞれ総 合的 ，

色相 ・
ト
ー

ン別に検討した。

4 、結果

4 ．1．分類結果

　因子分析　主因子法に よる因子分析を行な っ た結

果 ，5つ の 因子を得た 。 Table 　 2に ，因子負荷量 の結

Table1 　色刺激の マ ン セ ル値及 び色名 （略号）

ペール ピンク（plR）

　 4R85 ／20

ペ ー
ル イエ ロ ー

（plY）

　 5Y90 ／20

ペー
ル グリ

ー
ン （plG）

　 3G85 ／20
Ol 02 03

ペ ー
ル ス カイ（plB｝

　3PB 　80／20

ペー
ル パープル（plP）

　 7P80 ／20

04 05

ビビツ ドレツ ド（vR）

　4R　45／140

ビビッ ドイエ ロ ー（vY ）

　 5Y　80／130
ビビッ ドグリーン（vG ）

　 3G　55／110
06

ビビツ ドブル
ー

（vB ）

　3PB35 ／115
ビビツ ドパープル （vP ）

　 7P35 ／i15
07 Q8 09 10

ダークレッド（dkR）

　 4R 　25／60
ダ
ー

クオ リーフ （dkY）

　 5Y40 ／55

ダークグリーン （dkG）

　 3G30 ／45

11 12 13

ダークブルー〔dkB）

　 3PB 　20 ／50
ダークパープル（CkP）

　 7P20 ／50

ホワ イト（W ）

　 N9516
メデイアム グレイ（mGy ）

　 　 N5517

14 15

ブラック（Bk）
　 N1518

匚 一
．
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果を示す c 第 1因子は、
［
甘 い一甘 くない

”
．
’
女 性的な一

男性的な
1／
1
”
や さ しい 一き つ い

1’
，
．’
や わ らか い一かた い

’．

によ っ て構成される為 ．〈 マ ニ ッ シ ュ 〉 因子と した 。

また、第2因子 は ，
」
平 凡な一個性的な

1
，
“
淡白な儂 厚

な
’
，
’t
単純な一複雑な

冒1
を含む こ とか ら，〈 ユ ニ

ー
ク 〉

因子 とした 。 さらに，
」’
明るい一暗い

”
，
」
澄 ん だ一濁 っ

だ
1
，
L’
好きな一嫌いな

．1
による第3因子 を〈ダーク〉 因

子，
‘
あ たた か い 一つ め た い

／！
による第 4因子を く クー

ル 〉 因子 1
”
lizい た一湿 っ だ

．
に よ る第5 因子を く ウ ェ ッ

ト〉 因子とした。中 で も，〈 マ ニ ッ シ ュ 〉 因子 ，〈 ユ

ニ ーク 〉 因子及び く ダ
ー

ク 〉 因子 の 3因 子 に よ る 累 積

寄与率は 72 ．30／o であ り，本実験で採用 した香り刺激

の 印象評定主軸と考えられる 。 またこ れらの 各3因子

につ い て ．Cronbach の 公式に基づ い て 因子 の 内的一

買性 を 検討 した と こ ろ ．〈 マ ニ ッ シ ュ 〉 因 子 は

α
＝ ．82 ，〈 ユ ニ

ー
ク 〉因子は α

＝ ．70 、〈 タ
’一ク〉

因子 は α
＝．75 で あ り，い ずれも比 較的高い整合性を

示 した 。

　クラ ス タ分析　因子 分析 によ っ て得 られた各香り

の因子得点結果に対し、階層 クラス タ分析 〔平均 ユ
ー

ク リッ ド距離グル
ープ問平均連結法）を施 し，印象に

よる分類 を試みた。Table 　 3 に，分 類結果 を ま と め た

も の を示 す。尚、表中の括弧 内 には ，各クラ スタの

大きさ （％ ）を記 した v 結果 と して 1 まず比較的大ま

かな分類によ り，5クラスタが得 られた。基本的香調

表現の分類 （中島、1995 ）及び香りの分類表 （増 L］・

小林，］989 ）などを参考に各クラスタを命名した。

　 具体 的には ，ペ パ
ー

ミ ン トの ＜ MINT ＞ 系 、ア ニ ス ．

デ ィ ル ，キ ャ ラ ウ ェ イな どの ＜ SPICE ＞ 系 ．パ セ リ，

レ モ ン グラ ス と い っ た 八 一プを中心に構成され る く

HERB ＞系，チリペ ッ パ
ー

1 ホ ワ イトベ ッ パ
ー

な どペ

ッ パ
ー

系を含む＜ PEPPER ＞ 系，そ して ，バ ニ ラ，シ

ナ モ ン な ど 製菓 材 料 と し て も 馴 染 み の あ る 〈

SWEET ＞ 系 で あ っ た 。 こ の 分 類 に よ る と ，＜

SPICE ＞系が相対的に 大ぎなク ラ ス タ で ある こ とか ら，

更なる細分化を試み た 。 その結果 ，＜ SPICE ＞系は ，

ア ニ スをはじめとする く Anlse＞ 系，バジル ，ロ
ー

レ

ル とい っ た八 一プ系を多く含む 〈 Herbal＞ 系 、及 び

キ ャ ラウ ェ イな どカ レ
ー

のスパイスとしても馴染みの

Table　3 香りの分類結果 （ク ラ ス タの大きさ）

クラスタ　 …下位クラスタ 香り刺激一、」冖
M ［NT （4．0％ ）… ペ パ ーミン ト

…
…
旨

Anise
（2aO ％ ）

ア ニ ヌ．

サ フ ラン

タイム　　　、、
クロ

ー
ブ　　 ．一．一一一一一一一一一一一一一

　　　　レ
　　　　 i
SPICE 　　i

（56．o％） i
　　　　 i
　　　　　…
　 　 　 　 　…

HerbaI
（50．0％ ）

　 “　、　“
　 ハ ソ ル

サ ン シ ョ ウ
　＿“
　 7 イル

ロ
ー

レル

サボ 1丿
一一

オレガ ノ

ターメリック
． Curry

（21．4％ ）

キヤラウエ イ

カル ダ モ ン

ジン ジヤ
ー

　　　　 ．

HERB 　　．

（16．0％）　 …　　　　 ．

　 ポ ピ
ー

　 パ セリ

レモ ン グラス

ロ
ーズ マ リ

ー

　　　　　…
PEPPER 　 i
（16，0％ ）　 …

　　　　　…

　 フェ ン ネル

　　 クミン

ホワ イ トペ ッ パ ー

チ リペ ッパ ー

SWEET 　 …

（8．o％） 1
　“　＿　　一・
ノ丶＿フ

シナ モ ン

T日ble　2　因子負荷量

評 疋 語 因　　 子

マ ニ ッ シ ュ ユ ニ ーク 　 ダ ーク ク ー ル ウ ェ ッ ト 　 共 通 性

の

　
ー講

ー

率
与

与　
与

寄

裕

寄

顯

因 0．0020
．3000
．300

0 ．4050
．2130
．513

1．9000
．2100
．723

0．0080
．1500
．873

471725660819192591070321

0 ．051 　　9 ．048
0 ．127 　　 1 ．000
1．000
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あ る 〈 Curry＞系の 3 クラ ス タ に分 類 され た。以 後 ，

5 クラスタ （＜ MINT ＞ 系 ．＜ SPICE ＞ 系 ，＜ HERB ＞

系 1 ＜ PEPPER ＞系及び＜ SWEET ＞ 系）は大文字で表

記 し，＜ SPICE ＞ 系 に属する 3 つ の 下位ク ラ ス タ（＜

Anlse＞系、＜ Herbal＞系及 び く Ourry＞系）の表記 に

は小文字を用いる 。

4．2 ．各クラスタの印象

　 SD 法による印象評定　各香りの 印象評定結果に関

して ，今回の クラスタ分析による分類結果も検討する

為 ，クラ スタ ご とに結 果 をま とめ ，Figure ］か ら

Figure7にイメージプロ フィ
ー

ルを示 した 。 こ れ らを

眺め て み る と，各ク ラ ス タ内 の 香 りは似 通 っ た 印象

傾向を持つ こ とが分かる 。

　＜ MINT ＞ 系 （Figure　 D は ，すなわち ペ パ
ー

ミ ン ト

の 印象評定結果とな り．
」L
つ め た い

”
，
“
澄 んだ

．’
，の印

象が強く持たれた点が他 と異なる特徴 であ っ た。さ

ら に ，
．’
甘 くな い

”．
好 きな

’
，

”
明る い

’．
，

」．
単純な

1’
，

t／
淡白な

”
とい っ た印象も比較的強く持たれた。

．」
甘く

な い
／t
にもかかわらず好まれたことも，他と異な っ て

い た 。

　 ＜ SPICE ＞ 系に関 して は更 なる細分化の結果得ら

れ た く Anloe＞系 （Frgure　2）1＜ Herbal ＞ 系 （Figure

3 ）1＜ Curry ＞ 系 （Figure　4 ）の 3 クラ ス タ こ と に 結果

を示 し，比較検討する 。＜ SPICE ＞系は，概 して
’．
嫌

い な
ト’
．
’
個性的な

1
，

」ト
き つ い

．’
、

”
甘 くない

’1
の 印象を

持たれる傾向にあ っ たが 、細分化 された各 ク ラ ス タ

の結果を眺め て みると，こ の よ うな印象は ＜ Anice ＞

系が最 も 強 か っ た こ と が 分 か る 。

一
方で ．＜ Curry ＞

系は
“
明る い

”
，

」’
澄 んだ

’
，
唱
淡 白な

’．
，

」．
女性 的な

．’
の

印象がや や強い ク ラ ス タであ っ た 。 また＜ Herbal ＞

系は β ク ラ ス タ の 中 で は
／」
乾 い だ

’
，

‘‘
甘 くない

／J
の 印

象が最も強 く持たれた。

　次 に ＜ HERB ＞系 （Figure　5 ）は．
’」
甘くな い

”
の印象

が最も突出しており1
幽’
湿 っ だ 印象もやや強 く持たれ

た他 は特筆すべ き傾向は観察されなか っ た。

　＜ PEPPER ＞系 （Frgure　6 ）は ，

‘L
嫌し、な

’．
，　

L’
｛固
’1生的

な
卩’
，

1

濁 っ た
”
，

‘t
き つ い

1’
，

’
複 雑 な

”
，

”
u くな い

”
，

’
濃 厚な

”
，

”
男性的な

’
の E冂象が強く持たれ 5 ク ラ ス

タ の 中 で最も嫌悪された。

　それとは対照的に く SWEET ＞ 系 （Flgure　7）は，
’
あ

たたかい
’tt 」

好 きな
”
，
’
明るい

”
，
’／
やわ らか い

1’
，　
uti

い
1’
、
tt
女性的な

”
の 印象が強く持たれ．最も好まれたク

ラ ス タであ っ た 。
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Figure　8 　〈マ ニ ッ シ ュ 〉因子 x 〈ユ ニ ーク〉因子
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　因子得点　次 に ，因子分析の結果得られた各香り

の 因 子 得点を ，主要 因子 と考え られる く マ ニ ッ シ

ュ 〉 因子 ，〈 ユ ニ
ー

ク 〉 因 子及びく ダーク 〉 因子を

中 心 に検討 し た 。Figure　8及 びFigure　9 に因子得点マ

ッ プを示 したが、図中の プロ ッ トはクラ ス タ こ とに種

類を使い 分け ，＜ MINT ＞ 系 は x ，＜ Anise ＞ 系は

○，〈 Herbal＞系は一、＜ Curry＞ 系は◇，〈 HERB ＞ 系

は口 ，＜ PEPPER ＞系は△ ．＜ SWEET ＞ 系 は 十 によ

っ て表記 した。

　Figure　8 は横軸に く マ ニ ッ シュ 〉 因子 ，縦軸にく ユ

L 一1 189L

Figure　9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 × ペ パ ー
ミント　　　　　　　 ー10

低 ← 〈マ ニ ッシ ュ 〉因子 →高

〈マ ニ ッ シ ュ 〉因子 × 〈ダーク〉因子

ニ
ー

ク 〉 因子 をとっ た因子得点マ ッ プであ る 。 これ

に よ る と ．＜ SPICE ＞ 系 と く PEPPER ＞ 系 は く マ ニ ッ

シ ュ 〉 因子が 比較的 高得 点 で あ り 1 それ は 特に ＜

PEPPER ＞ 系のホワイ トペ ッ パ
ー

やクミ ン にお い て 顕

著で あ っ た。＜ SP［CE ＞ 系の中で は ，特にキ ャ ラ ウェ

イを含む ＜ Curry＞ 系が く マ ニ ッ シ ュ 〉 のが比較的低

得点 で あ っ た 。 また ，ク ローブやサ フ ラ ン などの 〈

Anise＞系は ，〈 ユ ニ
ーク〉 因子の得点が高く，逆 に

ディルやオレ ガ ノ と い っ た 〈 Herbal＞系は得点が低下

する 傾向 にあ っ た 。 ＜ SWEET ＞ 系 は ，特 にバ ニ ラ

の く マ ニ ッ シ ュ 〉 因子 が低 得 点で あ っ た。また ＜

MINT ＞系と ，ポピーやパ セ リな どの 〈 HERB ＞ 系

は く ユ ニ
ーク 〉 因子が低得点で あ っ た。

　Flgure　9は ，横軸が く マ ニ ッ シ ュ 〉 因子 ，縦軸が く

ダ
ー

ク 〉 因子の軸で構成されたプ ロ ッ ト図 で ある 。 〈

ダー
ク 〉 因子の得 点に着圉して み ると，大まかに 〈

SPICE ＞系、＜ PEPPER ＞系 1 ＜ HERB ＞系は 比較的

　　　　　　　　　
一 ．

　 ．　　　 i ．．」
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高得点であり，＜ MINT ＞ 系 ．＜ SWEET ＞系は低得点

で あ る と言え る 。しかし〈 SPICE＞ 系 の 中で ．＜

Curry＞系は 〈 ダー
ク 〉 因子が比較的低得点の グ ル ー

プであっ た。

　以上 によ っ て 、主要な 3 つ の因子 に関して　各ク ラ

ス タ の 因子得点の特徴を次の ようにまとめた 。

＜ MINT ＞ ：〈ダー
ク 〉 因子が低得点

く SPICE ＞ ：概して く マ ニ ッ シ ュ 〉 因子が高得点

　　　＜ Anise＞ ： 〈 ユ ニ
ー

ク 〉 因子が高得点

　　　＜ Herbal＞ ：〈 ユ ニーク〉 因子 が低得点

　　　＜ Curry＞ ．〈 ダー
ク 〉 因子が低得点

＜ HERB ＞ ：〈 ユ ニ
ー

ク 〉 医子が低得点

＜ PEPPER ＞ ： 〈 マ ニ ッ シ ュ 〉 因子が高得点

く SWEET ＞ ：〈 マ ニ ッ シ ュ 〉因子が低得点

　各クラスタのポジシ ョ ニ ン グ 　Figure　10 は ．因子

分析の 結果得 られた く マ ニ ッ シ ュ 〉 因子 ，〈 ユ エ
ー

ク 〉 因子及 び 〈 ダ
ー

ク 〉 因子 に お ける各クラス タの

ポジ シ ョ ニ ングを示 したものである。横軸がく マ ニ ッ

シ ュ 〉 因 子，縦軸が く ユ ニ
ー

ク 〉 因子 の 得点を表わ

し，各 クラスタを示す円の大ぎさが 1 〈 ダー
ク 〉 因

子 の 得点を表わ して い る 。 ポ ジ シ ョ ニ ン グは，各ク ラ

ス タ の それぞれの 因子得点 を相対的に判断し ．因子

得点 く −05 ，−O．5 ≦ 因子得点く 0 ．0 、及 び ，因子得

点 ≧ 0 ．O の よ う に 3 段 階に分 け て 決定 した 。＜ ダー

ク 〉 因子 の 得点に関 して も同様に判断し，各々 ，大

中小の 3 種類の大きさの 円を使い 分けて示 した 。

ユ ニ ーク 高

∠
．一．

丶 　 　 　 　 　
us

　 Anise
〔
讐ワ　　　　　　　　　　　　　 ／　 丶

　　　　　　　　　　タ 1

冊
マ

マ≒ 一一一一一一婁聾7 ■ デ 堵
ン ユ

　　　　　　 c 、 ．， i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　 Heibal

　　　　　β ．  
　　　　　lHERB　 Ivrj　

−
i　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ロ

　　　　　＼　ノ 毒
　 　 　 　 　 　 　 　ユ ニ ーク 低

　 　 　 　 　 Y〈lr：：ダ
・．

ク因予く 一∪ 5
　 　 　 　 　 中ド．：−il露 ≦ ダ

ー
ク囚了‘　 CI

　 　 　 　 　 小lil：ゲ ク 1・く1予≧ ｛，　Lノ

Figure10 各クラスタのポジシ ョ ニ ン グ

L

4．3．各クラス タに対する調和色 ・不調和色の検討結

　　　果

　 総合的集計結果　次に 香 りに対 する調 和色及 び不

調和色を 分類された クラ ス タ こ と に検討した 。 調和

色の結 果を Tabre　4 に 、不 調和色の結果をTable 　5 に

それぞれ示す。 い ずれも ，選択率を算出し，上位 5色

を ま とめた も の で あ る 。 尚 ，表中の表 記 と して は ，

Table ］に示 した色名の略号を用 い た 。

　 まず調和色に関 して ．比較的大まかな分類によ っ て

得 られた ＜ MINT ＞系に対する調和色 は選 択率の 高い

方か ら順に バ
ー

ル ス カイ の 選択率が圧 倒的 で パ ール

グリ
ー

ン も多 く選「まれた 。 ＜SPIOE ＞ 系 に対する調和

色 は，ダーク オ リーブ や ビ ビ ッ ドイ エ ロ ーが多く選 ば

れた。ここで，＜ SPiCE ＞系内の 3 クラスタ に関する

結果を見て みると ，い くつ かの差異が見 られる 。 全

て に ダー
クオ リ

ー
ブが多 く選「まれた点は共通 してい

る が．〈 Anrce＞系に対してダー
クレ ッ ドや ペ ー

ル ス

カ イが多く選択され ている 。 また く Herbal関して は ．

他の 2 ク ラ ス他には選択されなか っ た ビビ ッ ドグリ
ー

ンが調相色 として選ばれた。また，＜ Curry＞ 系 に対

して は ，ペ ール イ エ ロー
やペ ー

ル グ リ
ー

ン が選択さ

れた こ とが ，他と異な っ て い た。＜ HERB ＞ 系 に 対 し

ては，ダ
ー

クオ リ
ー

ブ ダークグリ
ー

ン ，ビビッ ドグ リ
ー

ン な ど，緑 色が調和色 と して 選択される傾向が強か っ

た 。 また ＜ PEPPER ＞ 系 に対 して は ．ダークオ リ
ーブ

の選択率が圧倒的で あ っ た 。そ して ，＜ SWEET ＞ 系 に

は，ペ
ー

ル イ エ ローや ペ ール ピ ン クとい っ た淡い トー

ン の色の他，ダー
クオ 1丿

一
ブやダ

ー
ク レ ッ ドも比較的

多く選択 された。

　同様に、各ク ラ スタに対する不調和色 （Table　5 ）を

眺めてみると 、まず＜ MINT ＞ 系に対する不調和色は ，

フ フ ツ ク を筆頭に ，ビビ ッ ドレ ッ ドや ダー
ク レ ツ ド、

ダ
ー

クパ ープル な ど赤や紫系 の 色 相 が多 く選 ば れ

た 。 ＜ SPICE ＞ 系 に対 して は ，ビビ ッ ドレ ッ ド，ペ ー

ル ピン ク、ブ ラ ッ ク な どが不調和 色 と して 選択され

た。＜ SPICE ＞系内3 クラスタにつ い て 比較検討 して

みると ．＜ Anice＞ 系 と＜ Herbal＞系にはペ ー
ル ピン

クが不調和色と して 最 も 多 く選択 さ れたの に対し，＜

Curry＞系にはブラ ッ クが多く選ばれ ，ダ
ー

クパープ

ル が 比 較 的多 く選択され た の も特異的であ っ た 。 ま

た ビビ ッ ドイ エ 日
一

は ，＜ Anice ＞ 系 と ＜ Herbai＞ 系

にお い て 、調和色と しても不調相色と して も多 く選択

さ れ た 。 同様 に ＜ Curry＞系に は ペ ー
ル グリ

ー
ンが ，

調和
・
不調和色共に上位に入 っ た 。次 に ＜ HERB ＞系

」 1go 一
一

1
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Table　4　各クラ ス タ に対す る調和色 （総合的集計結果）

順 位 MINT SPIGE HERBPEPPERSWEET
．．一．一．．一．一．．一．．−匿一一一一．．．．一 ．．．．．一．．．．一．． ．．．．．．．一．

Anise Herbal Curry

1呂ヒ plB−25、4％ dkY−18．6％ dkY−16．6覧 dkY −22、O％ dkY −13．4％ dkY−14．乃 dkY −30．0％
　　　　　　　一
plY
−22．g％

2冂dplG −16．0％ ＞Y −10．6％ dkR−105 ％ vY −127％ vY −126 ％ dkG −13．gq丘 vY −14．9％ dkY−138覧

31
’
° vG −10．7％ dkR −7．9％ dkG −6、7％ dkG−81qbplY −98嬰hvG −9、2％ dkR −IO6％ plR

−122 ％

4「11vB −9，5％ dkG −7．oq卩 P旧 一6i％ dkR −781匚 PIB
−89％ plY−7．9  vR

−85％ dkR −10、7竪

5：1vY −7．7  plY
−65 匚η vY −5．6％ ＞G −55 擘匸 plG

−7．4冂・ dkR −7．1匚bpiY −61％ vY −91 ％

計 69．2％ 50．7％ 456 覧 56．0％ 521 男 52．8％ 700 ％ 687 ％

Table　5　各クラス タ に対す る不調和色 （総舎的集計結果）

III頁位 MENT 　　SPICE
．．．．一．一一．．−“冂．　　　　　　　．．．一一一一一一一．一一一一俑r−．一一．一．一．．一一一一．一．一．一一．．．

　　　Anise　　　　　　　　　Herbal　　　　　　　　Curry

HERBPEPPERSWEET

1『ヒ

2nd3

「d4

二h5th

Bk−167％

vR −14．9 

dkR −12．1％

dkP −10．30bdkY

−8，6％

vR −10、8％

plR −9、3°・

Bk−9．2％

plG
−7．0％

vY −6．4％

plR
−10．5晃

vR −95％

plG
−8．3％

　vY ／Bk

　　　　−81 ％

plR
−9．9％

vR −95 巽

Bk−85％

vY −71 ％

plG−69覧

Bk−127 ％

vR 〆dkP

　　　　−7．7覧

plG−6．7熟

PIR
−6．2％

vR −12．6％

Bk−96 聖囗

plR
−8．7兇

vP −76 ％

vB ／dkP

　　　　−5．7％

plG
−122 覧

plY
−9．5％

plB
−83°

も

vB −7．9 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
PIR

−129 ％　 　 Bk−156 ％

　　　　　　　　　　 dkB −100 巽

　　　　　　　　　　 dkP −ioO％

　　　　　　　　　　　 vY −62 覧

　　　　　　　　　　　 vB −6．2％

計 62．6  427   44．5囗b 41．9  409 印｝
竺

1

　　　　　　50．7  479 ％

は ，ビビ ッ ドレ ッ ド，ブラ ッ ク、ペ ー
ル ピ ンクな どが

不調 和と半1」断され 1
〈 SPICE ＞ 系と近似 した結果で あ

っ た 。＜ PEPPER ＞系に対する不調和色 は，ペ ー
ルピ

ン ク，ペ ー
ル グリ

ー
ン な ど 淡 い ト

ーン を 中心 に 選ばれ

た 。 そ して 〈 SWEET ＞ 系 には，プラ ッ クを篳頭 に ダ

ー
ク ト

ー
ン が多 く選択さ

．
れた 。

　色相別集計結果　各クラ ス タ に 対 す る 調和色 の 色

相胃1」集計結果を Figure　11及 びFigure　12 に示す 。 ま

ず 〈 MINT ＞ 系 に対 して ，青 （選択率＝36 、］o／o ）が 最

も調和する色柤として 選択され ，次い で緑 〔308 ％），

黄 （］8 ．30／o ）も比 較的選択率が高か っ た 。 ＜ SPICE ＞

系 に対 して は ，黄 （35 ．8 ％ ）が 圧倒的 に多 く，緑

（17 ．oc／n ），赤 （12 ．8 ％ ）も比較的多 く選択さ れ

た 。 ＜ SPICE ＞系内の 3クラス タに関 して は，各クラ

ス タに対する調和色の 傾向は非常に近似 して いたこ

とが分 か っ た。い ずれも黄 に対する選択率が最も高

く ．特 に ＜ Herbal ＞ 系 （412 ％ ＞1
〈 Curry ＞ 系

（35 フ ％ ）に対 して 非 常 に 顕著 に 観察され た 。＜

Anioe ＞系に対 して も 26 ．50／o の選 択率であ っ た。こ

の他、黄に次い で，〈Anlce＞ 系には赤 （16 ．0％ ），百

（15 ．40／o ）が選択され ，＜ Herbal ＞系には緑 （18．50／o ），

赤 （12 ．4％ ）1 ＜ Curry＞系 に は青 （］8 ．7 ％ ），緑

（17 ．2 ％ ）が調和色として 選択された上 位の色相 で あ

っ た。次 に ，＜ HERB ＞ 系に調和す る色椙と して は，

緑 （31 ．6 ％）が最 も多く，黄 〔28 ．5％ ）1 赤 （1］，6％ ）

も選択されやすい 傾向にあ っ た。＜ PEPPER ＞ 系には ，

黄 （51 ．9％）が非常に多 く、赤 （2070 ／o ）も多 く選 択

さ れ た 、、そ して 〈 SWEET ＞ 系 に 対 して は ，＜

PEPPER ＞ 系 と同様に 、黄 （45B ％ ）が最 も多 く．赤

（2 ス 0％ ）も多く選択された u い ず れ の ク ラ ス タにお

い て も ，無彩色はほとんど選択されなか っ た。

　さ らに，各 クラスタ に対 して 不調和とされ た色 相

胃1」結果 の うち ．選 択率が 10 ．0 ％ 以上 で あ ⊃ た色相 を

報 告 す る 。 ま ず ，＜ MINT ＞ 系 に 対 して は ，赤

〔333 ％：1 ，黄及び黒 （共に 16 ．7％ ）、紫 （14．gc／o ）が

不調和色 と して 多 く選 択され た 。 ＜ SPICE ＞ 系 には

赤 （2349 ／J ）．黄 （15 、4 ％ ），紫 （14 ．7 ％ ）、緑

（137 ％），青 （］3 ．5 ％ ）の 順で 不調和 と回答される

傾向が強か っ た。さ らに，〈 SPICE ＞系内の 3クラス

タに関 しては ，非常に 近似 した選 択傾向が観察され ，

い ず れ も赤 に対 す る 選 択率 が 最 も高 か っ た （〈

Anice ＞系 ＝ 23 ．2％ ；〈 Herbal ＞系 ＝ 21 ．6 ％ ；＜

Ourry＞ 系 ＝19 ．99／o ）。 赤に次い で ，黄も不調和色と

して の 回 答率 が高か っ た （＜ Anice ＞ 系 ＝

『
18．6％ ；〈

Herbal ＞系 ＝ ］48 ％ ；＜ Curry＞ 系＝］6 ．4 ％ ）。

　 ま た ，緑 ．青 1 紫 に対 し て は ．3 クラ ス タ 共 に

140 ％ 前後 の 選択率 で不調和と回答された 。一
方で

中灰 に対する選択率が最も低 か っ た （〈 Anlce＞系 ；

匚
一 一 一
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Figure　115 クラスタに対 する調和色相
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〈SPICE ＞系内3クラ ス タに 対す る調和色相
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Figure　135 クラ ス タ に対す る調和 卜一ン
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Figure14　〈SPICE ＞系内3ク ラス タ に対する調和 トーン

3 ．20／o ； ＜ Herbal ＞ 系 二3 ．40／o ； ＜ Curry ＞ 系 ＝

4 ．O ％ ）。次 い で ＜ HERB ＞ 系 に対 する 不調和色は ，

多 い 方 か ら，赤 （24gc ／o ），紫 （159 ％ ），黄

（15 ．3％ ）、青 （1　3．80／o ），緑 （10．9％ ）であ っ た。＜

PEPPER ＞ 系に対 しては，青（］9．9％），緑 （］9．6％ ），

赤 （19 、1c／o ），黄 （132 ％ ），紫 （126c ／o ）が ，不調

和色として選択された。そ して く SWEET ＞系 には，青

（188 ％），紫 （］7．40／o ），赤 （14 ．1％），黄 （12 ．9 ％），

緑 〔1L8 ％）が不調和と判断 された。すなわち ，〈

SPICE ＞ 系 ，〈 HERB ＞ 系 「＜ PEPPER ＞ 系 ．〈

SWEET ＞ 系 の 4 つ の ク ラ ス タ に 対 して は，有彩色5 色

は全 て ，不調和色として 10 ．0％以上 の 選択率で回答

さ れ た こ とにな る。以上 の 結果か ら，今回採 用 した

香 り刺 激に対 して ，紫色は不調和 と判断され る 傾向が

強く，中灰は，調和色と して も不調和色としても選択

率が 低 か っ た こ とが指摘でぎる 。

　 卜
一

ン別集計結果　次 に、5クラ ス タ に 対す る 調和

色の トーン 別結果を Figure　13及び Flgure　14 に示す 。

　まず調和色に関して ，＜ MINT ＞ 系 に対して調和す

る と選 択された トーン は ．ペ ー
ル （選択率 ＝ 54 ．40／o ）

が圧倒的で あ り，ビビ ッ ド（29 ．0％ ）も比較的多く選

ばれた。＜ SPICE ＞ 系 に対 して は ．ダー
ク （42 ．9 ％ ）

が 圧 倒的で あ る が 、ビビ ッ ド（25 ．6％ ）や ペ ー
ル

（23 ．1％ ）が 比較的多 く選 ばれた 。 ＜ SPICE ＞ 系内の

結果を見 て みると，＜ Anice＞系と く Herbai ＞ 系 に対

しては ダー
ク（＜ Anice ＞系 ＝ 46 ．30／o ； ＜ Herbal＞

系 ＝461 ％ ）が最も 多 く選 ば れ た の に対 し ．＜

Curry＞系に は ，ベ ー
ル （33 ．2％ ）が最 も多 く選 択さ

れた ことが指摘 で き る 。ま た無彩色の選 択率は ，＜

Anise ＞ 系 （］4 ．0％ ）に対 して 最も高か っ た 。 この よ

うに ，＜ SPICE ＞ 系 内 の 3 ク ラ ス タ の 調和 色傾向は ，

ト
ー

ン 別結果 にお い て 多少異な る傾向が観察 された。

続 い て ，＜ HERB ＞ 系 に 対 して はダーク （45 ．3 ％ ）が

圧倒的な選択率であ り，ペ ー
ル （2580 ／o ）も比較的多

く調和 色 と回答され た 。 ＜ PEPPER ＞ 系 に対 して は ，

ダー
ク （56 ．oo／n ）の 選択率 が半数以上 で あ っ た 。 そ し

て ＜ SWEET ＞ 系 に対 しては 1 ペ ール 〔46 、］％ ）及 び

ダー
ク （30 ．1％ ）が多く選 ばれるという結果で あ っ た 。

すなわち ，〈 MINT ＞ 系及 び＜ SWEET ＞ 系 は ペ ール ト

ーン が調和 する という回答が多 く1 逆に く SPICE ＞

系 ，＜ HERB ＞系 ，＜ PEPPER ＞ 系 に対 して はダーク

ト
ー

ン が調和する と い う回答 の 方 が多 か っ た こ と に

なる 。 また ，〈 SWEE 丁〉 系及び ＜ PEPPER ＞ 系 に対

する 調和 色 の 色 相別結果 は 非 常 に近 似 して い た が ，

両クラス タ に対する ト
ー

ン 別調和色 は明らか に異な っ

てい たことが分か っ た。

　次 に 、各ク ラ ス タ に対 す る 不 調和色 も検 討 し

た。＜ MINT ＞ 系 に不調和 な ト
ー

ン は 、多い方から順

［ 「 192 匚 1
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　30　NUMBER 　42006 一＝ ］

にダー
ク （38 ．5％ ），ビビ ッ ド（25 ．3％ ），無彩色

（24 ．10／o ），ペ ール （1210 ／o ）と い う結 果 で あ っ

た 。 ＜ SPICE ＞系には ，ビビ ッ ド（3 ］、3 ％ ）．ベ ール

（30 ．796）、無彩色 （19．2％），ダ
ー

ク （］8．8％）の順

に 不調和と判断 さ れ た。さ ら に ，＜ SPICE ＞ 系内の 3

クラスタに関して ，＜ Anlse＞に対する不調和な ト
ー

ンは ，多い 方から順に ペ ール （377 ％ ）、ビビ ッ ド

（293 ％ ），無彩色 （］660 ／o ），ダー
ク（］6．4 ％ ）であ

っ た。＜ Herbal＞系には ，ビ ビッ ド（338 ％），ベ ー

ル （31 ．80／o ）、無彩色 （187 ％），ダー
ク 〔157L ／o ）

の 順 で 不 調和とさ れた選択率が高 か っ た。そ して 〈

Curry ＞ 系 に 対 す る 不 調 和 な トーン は ．ダ ーク

（28 ．8 ％ ），ペ ー
ル （26 ．10／o ）．ビビ ッ ド（24 ．1％ ），

無彩色 （21 ．lo／o ）とい う結果で あ っ た。大まかな分類

によ っ て ，司じ＜SPICE＞系に属 した この 3クラス タ

は，それぞれ不調和として選択された トーン の割合が

異な っ ていた。また二，調和色の トー
ン 別結果とほぼ逆

の傾向を示 した。次 いで ＜ HERB ＞ 系の結果は 、ビビ

ッ ド（3610 ／o ）、ペ ー
ル （265 ％ ）．無彩色 〔］9 ．29／o ），

ダー
ク （1029 ／o ）の よ う な 結果 で あ っ た 。＜

PEPPER ＞系に 対して は ，ベ ール （47 ．80／o ）が圧倒的

で 、次 い で ビビ ッ ド（26 ．40／o ），無彩色 （15 ，6％ ），

ダー
ク （1020 ／o ）の順で不 調和 と回答 された 。 そ し

て ＜ SWEET ＞ 系に不調和な ト
ー

ン に関して は，多 い

方からIII頁に ダーク （312 ％ ）1 ビビ ッ ド（27 ］％）、無

彩色 （25 ，0％ ）．ベ ー
ル （］68 ％）とい う結果が得 ら

れた。すなわち ，各クラ ス タに対する調和色 と不調

和色の トーン別結果 に お い て は，ほぼ逆の 結果が得ら

れたことが分か っ た。

5 ．考察及び結論

　本研究 で は ，25 種の香 D はその香調 によ っ て分類

された が ，中島 （］995 ）や増 L］他 （1989 ），樋 口 他

（2002 ）による香調表現 を引用 ならば II
’
す っ とす

る
／t

＜ MINT ＞ 系 ，　
L’
ス パ イ シーな く SPICE ＞ 系 ，

”
薬

草的な
”
＜ HERB ＞ 系 ，　

LL
ぴ りっ とする

”
＜ PEPPER ＞系，

’L
甘さ の 強い

”
＜ SWEET ＞系の ように大まか に分類さ

れた と考えられる。

　また ，本研究で 得られた香謾表現の 主要因子は く

マ ニ ッ シ ュ 〉 因子 ，〈 ユ ニ ー
ク 〉 因子 ，〈 ダー

ク 〉

因子の 3因子 で あ っ た 。樋 口 他 （2002 ）や Higuchi

eta1 ，（2004 ）は ，香 りの 特徴を表わ す感覚形容語 の

次元 と して 1 や わ らかさ C
’
やわ らか い

…
甘い

”
など），

強さ
・濃さ C濃 い

”‘’
強 い

”
な ど）明瞭 さ Cす っ とする

11
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など）を報告 して い る 。 また ，三 浦 ・齋藤 （2006 ）は ，

数種 の香りの印象評定 に対する 因子分析の 結果 ，主

要な 因子と して ，MILD 　C や わ らか い
”．L

甘 い
”
な ど），

DEEP 　C
’
濃厚な

”
など）．　 CLEAR 　C澄んだ

””
単純な

／1
な

ど）を抽出 して お 1つ，樋 口 他 （2002 ）及び Higuchi　et

al，（2004 ）の研究と比較的近似 した結果が得 られて

いると思われ る。以上 を考え合わせ 1 本研究 の結果

と比較して みると，〈 ユ ニ
ーク 〉因子は特質的 と考え

られ るが ，こ の 因子 は ，＜SPICE＞ 系内の く Anise＞

系や ＜ Herbal ＞系 ，またく HERB ＞系の 特徴を表現し

得る もの で ある。したがっ て ，こ の結果は本研究に お

ける朿1」激が香辛料を 中心に選出さ れた こ とが影響 し

たも の と 考 え られ る。

　 しか しなが ら，以上 の結果 を近 江 （2003 ）による

色彩感情に関する報告と照 ら し合わせる と 1 特に 〈

マ ニ ッ シ ュ 〉因子の
“
u 性的な 一男性的な

”
や，＜ダ

ーク〉因子
．L
あたたかい 一つ めた い

．1
など，色彩の印

象表現と しても対応可 能な内容が多く，香りに対する

色彩の 調和に 関して 考察する 際に ，共通 した 印象表

現語 に着目する こ とは非常に有効で あると考え られ

る。

　さ て ，実際 に各香 りに対す る調 和色及 び不調 和色

の 結果を眺め て み る と，各香調に近似 した印象を持

つ 色が調和色 と して 選択 さ れ る 傾向が確認 さ れ た 。例

え［ま＜ MINT ＞ 系に対 して は　ペ ー
ル スカイが最 も調

和色として多く選択さ れたが ，色相 ・ト
ー

ン別の 結果

を踏まえると ，緑や青 ，ペ ール ト
ーン が 調和 し ．黒 や

赤，ダ
ー

クト
ー

ン は不 調和で あると結論付 け られ る 。

印象評定の結果 と して は ．＜ MINT ＞ 系は く クール 〉

因子 が高得 点 で あ り，逆 に 〈 ダー
ク 〉 因子 は 低得点

で あ っ た。すなわち 、
‘’
つ めたい

／／
，
“
澄んだ 　

／
1

［’
明る

い
’1
などの叩象が強か っ たが ，青系統や淡い ペ ー

ル ト

ー
ン などの 色調もそれと同様の印象が強く，逆に ，赤

は
5
あ たたか い

”
，黒やダ

ー
ク ト

ー
ン は 濁 っ た

”
，

［C
暗

い
”
印象 を 持 つ と さ れ て お り （近 江 ，2003 ），こ れ ら

の 形容 語 を見 るだ けでも対照 的な印象を持つ と考え

られる 。一方で ，＜ SPICE ＞系及 び ＜ PEPPER ＞ 系 に

対 して はダ
ー

クオ リ
ーブが最 も 調和 す る と 回答 さ れ

たが 、こ の結 果 に対 しては 1 好 悪の感
1

盾による連動

が最も妥当と思われる 。 2 クラ ス タ 共に，
’
嫌 い な

．’
，

51

き つ い
／1
とい っ た 印象を強 く持た れる傾向にあ っ た

が ，ダ
ー

クオ リ
ー

ブという色は ，日本人 に限 っ た場

合でも年代や地域に係わ らすに非常に嫌悪される傾

向の強 い こ とが明 らか にされ て い る か らで ある （齋

一
N 工工
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藤 ・冨田
・向後 ，］99 ］）。 この 2 クラスタは比較的

似た印象を持 っ ていたが ．差異 として は ．〈 SPICE ＞

系に対する調和色と して青やペ ー
ル トーン の選択率が

よ り高く 1
〈 PEPPER ＞ 系には黄 やダ

ー
クトーン が調

和 すると い う回答が圧倒的で あ っ た点が挙げ られる 。

これには 1 ＜ sprCE＞系の方が
’
嫌 いな

”
、　
h
濁 っ だ

’
な

ど の 印象 が弱 か っ た こ とが 影響 し た と 考え ら れ る 、

つ ま り ，
」’
濁 っ だ

’
印象が弱 くな れば ．

’
澄 んだ

tt
印象

を持 つ 青や ペ ー
ル ト

ー
ン がぷさわ しい と判断される傾

向も強ま り，逆 に
［
濁 っ た

．’
印象がよ D 強 か っ た く

PEPPER ＞ 系には ，
“
濁 っ た

．’
印象 が強 く，

．‘
嫌いな

’．
色

が よ りふ さわ し い と判 断さ れる と 考え ら れ る 。 ま

た ＜ PEPPER ＞系は ，〈 マ ニ ッ シ ュ 〉 因子が最も高得

点 であ り，
’
甘 くな い

11
，
’
男 性的な

”
E卩象が最も強か

っ たこ とも要因の ひと つ と して指摘し得る 。 少 なくと

も日本人にと っ て は ，ダー
クト

ー
ン や青は 男性的，ペ

ー
ル ト

ー
ン や赤は女性的な印象が根強い ことが，最近

の 三 浦
・齋 藤 〔2004 ）の 調 査 に よ っ て も ER　 ］され て

い る か ら である。そ して この こ とは ，〈 SWEET ＞ 系

に 関す る 考察 にも 当て は め る こ と が で ぎ る 。 〈

PEPPER ＞系と は 対照 的に ．〈 マ ニ ッ シ ュ 〉 因子 が非

常に低得点であ っ た＜ SWEET ＞系は ，ペ ー
ルイ エ ロ

ー
が最 も 調和 す る と回 答さ れ ．色相別 に は 黄や 赤，

ト
ー

ン別にはベ ール トーン が調和色で あ り、逆に肯色

やダー
ク ト

ー
ン は不調和色 で ある と言える。すなわち，

’
女 性 らしい

”
．
“
u い

／t
な どの 印象が強い ク ラ ス タで

あ D ，調和色も 同様な印象を持つ 色彩 で あ っ た 。但

し，＜ PEPPER ＞ 系 と ＜ SWEET ＞ 系 は ，そ の 印象や

調和色 も対照 的な よう で あ る が ，色相別に は 共通 点

も多か っ た こ と か ら ，色 の調和 ，不調 和 を判断 する

場合 ，色相よ りも ト
ー

ン の方がよ り重要な豊因にな り

得 る こ とが示唆され た。Saito　et　al （2002 ）1 齋藤

（2005 ）の 研究からも ．香 D と色の ト
ー

ンに深 い関

わ D が あ る こ と が 指 摘 され て お り ，三 浦 ・齋藤

（2005 ）によ っ て 1 色の 好悪におい ては色相よりもト

ーン に左右され る場合が多いこ とが示 唆されてい る

が ，本 研究 か らも同様な傾向が観察された こ と に な

る。

　尚　＜ SPICE ＞ 系の印象に関 して ，＜SPICE ＞ 系 が

5 クラ ス タの中で も大 きな クラ ス タ で ある為に 、各 香

りの 印象が相殺され ，因子得点に 特徴的な結果が観

察さ れな か っ た可 能性が考 え られ る 。 これ は ，〈

SPICE ＞ 系 内の 3 クラ ス タ の 因子 得点 に 関 して 1 ＜

Anrce＞系は く ユ ニ
ー

ク 〉因子やく クール〉 囚子が比
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較的高得点で あ っ たの に対 し，＜ Herbal＞系は全体

的に低得点で あ り，＜ C 凵rry ＞ 系は く ク
ー

ル 〉 因子 は

比 較的高得点 で あ っ た が ，そ の 他は低得点で あ っ た

こ とからも推察され る 。 しか し，これ らの3 クラスタ

に対する調和色 ，不調 和色は共 に非 常に 近似 して お り，

い すれも 夕
．一クオリ

ーブが最も調 和す ると回答さ れ

た 。 また色相別にも ，多少の順位の入れ替わ りは観

察 されたものの ，赤や緑，青が多 く選ばれた点で非

常に近似した傾向を示 した 。 唯一
差異が観 察された

の は ， 卜
一

ン 別の 調和色結果で あ り，＜ Anlce ＞

系，＜ Herbal ＞系に 対して共にダー
クト

ー
ンが最も多

く選ばれたの に対 し，＜ Curry＞ 系に はペ ー
ル トーン

が 最 も多 く選 択さ れ た 点で あ っ た 。 し か し ，＜

Ourry＞ 系 に対 して ．ペ ー
ル ト

ー
ン にほぼ同率で ダ

ー

ク ト
ー

ン が調和す ると回答さ れた結果 を踏まえる と，

そ の差は 微 々 たるものであ り，調和色の考察にあた っ

てはさ ほど考 慮す べ き要素ではな か っ たと結論付け

られる。

　 また ＜ HERB ＞系に対 して は ，ダー
クオ リ

ーブが一

番の調和色であ っ た が ，ダー
クグ リ

ー
ン も多 く選択

され ．色相別には緑や黄 1 トーン別に は ダークトーン

が多く選択され た 。 逆に色相別に は赤 1 ト
ー

ン別に

はビビ ッ ドト
ー

ン が不調和と判 断され 「総合的にも ビ

ビ ッ ドレ ッ ドが最も 不 調 和色 と して 選 択さ れ た 。＜

HERB ＞系の 因子得点としては全体的に得点の低 さが

目に付 くが ．相対 的には特 に く ユ ニ
ー

ク 〉 因子が低

得点 で あ り，印象と し て は
tt
甘 く な い

”
の 印 象 が 比較

的強か っ た他は 、特徴的な 印象 は 持た れな か っ た 。

したが っ て ，これ らの色をふさわ しい と判断させた要

因 は本研 究 の 印象評定結果か らは考察 し難い が 、＜

HERB ＞系の 内包するパセ リやローズマ リ
ー

などの草

を思 わ せ る香 りが ，緑色 を 連想 さ せる 傾向を 強め ，

逆 にそれ とは対照 的な赤 は不調和と判断させ た こ と

が推測される 。

　以上の こ とか ら，香 りに対する色 彩 の 調和 は ，共

通 の印象が見出された場合に成り立 つ こ と い う結論

に 至 っ た 。 そ して．それは抽象的印象のみな らすZ 具

体的連想内容も少な からず影響を及 ぼすも の と思 わ

れ る。また ，本研究で 分類 され た香調の 中で ．〈

MINT ＞ 系 や ＜ SWEET ＞ 系 ．〈 PEPPER ＞系 な ど 抽象

的印象にお い て特徴 を持 つ 香 りに対 して は ，調和色

の判断の 際に ト
ー

ン の要因が大き く，〈 HERB ＞系の

よ う に特徴の 捉え に く い香 り に対して は ，具体的事象

を連想させる傾向が強ま り，時と して 色相の影響が強

一 　　　　　 …一
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まる可能性も考え られ よう。今回 は 、香 りに対する

色彩の調和を検討 した が，逆に色彩に対する香 D の

調和やそ の程度な どを検討し，香 D と色彩 の調不［1性

を よ り深 く検討す る こ と が ，今後の 課題 で あ る 。

謝辞 ：本研 究は ，財団法人 L］崎香辛料振興財団 1 平

成 ］6年度研究助成事業による 「香辛料と色の組合せ

がもた らす心理 的
・
生理的効果」（研究代表者 ：齋藤

美穂）の助成研 究の
一部である ことを付記 し 1 ここに

厚 く御礼 申 し上 げます。
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